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25 人が参加し、結核の検査やマネジメントについて学んだ

医療安全管理研修会「結核の予防と対策」感想文

　今回、医療安全管理研修会が「結核」

に関する講演だったので拝聴しました。
　結核そのものについては知っていたこ
とが多かったのですが、実際の検査のや
り方や患者のマネジメントについては非
常に勉強になりました。
　まず、従業員を雇用するにあたりクォ
ンティフェロン（以下ＱＦＴと略）を実
施すべきであるということ。今までは入
職時の結核のチェックは胸部レントゲン
でしか行っていなかったので、これは驚
きでした。また、ＱＦＴで陽性であれば、
潜在性結核として治療を行うべきである
というお話も衝撃でした。今までの人事
管理がいかに甘かったかを思い知らされ
ました。
　また、患者管理において、結核患者

と接触のあった家族などに対するＱＦＴ
の検査方法も興味深く思いました。今ま
では接触があった家族は症状やレントゲ
ンを撮り、咳などがない場合はＱＦＴが
陽性化する時期くらいに検査を実施して
いたのですが、接触より２週間以内にＱ
ＦＴを行いベースとして、後のＱＦＴと
比較するという方法を教えていただいた
のでこの２回法に変えようと考えていま
す。
　本当に役立つ研修を企画して下さった
保険医協会には感謝しております。

【灘区　Ｈ・Ｔ】

検査法の認識改めた

　神戸支部は３月 16 日、協会会議室で
医療安全管理研修会を開催し、医師・看
護師ら 25 人が参加した。済生会兵庫県
病院感染管理認定看護師の小川麻由美氏
が「結核の予防と対策」をテーマに講演
した。参加者の感想文を紹介する。

 　 15 時 30 分～　特別講演

「アベノミクスで国民は豊かになるか」

兵庫県保険医協会第 83 回評議員会のご案内

　協会は第 82 回評議員会後の半年、医療改善や経営対策、会員の身近な要求に応える活動など、様々な活動を行っ

てきました。２０１3 年度の活動方針を協議するため、標記の会議を開催いたします。万障お繰り合わせの上ご

出席いただくようご案内いたします。

■日時　５月19日 ( 日 )13時～／　■会場　兵庫県保険医協会会議室
　

　13 時～	 第 83 回評議員会

　　　　　　　　2012 年度会務報告と 2013 年度活動方針案の件

　　　　　　　　2013 年度予算案の件、役員改選、ほか

　■第８３回評議員会

□　出席します　　　　　□　欠席します
　　　　　※いずれかに○印を　　　　　　　　　　　　　                                          　

　　　　　医科　／　歯科            地区　　　　　　  氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　FAX　078 － 393 － 1802   までご返送下さい。
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日本金融財政研究所所長　　菊池　英博 氏
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頭取などを歴任。 文京学院大学教授、 日本経済財政研究所所長。

　自公政権の政権復帰以来、安倍首相は「アベノミクス」と称する経済政策を打
ち出しています。その中身は、「大胆な金融緩和」、大型公共事業を復活させる「機
動的な財政出動」、規制緩和を中心とした「成長戦略」の３つです。確かに、株
式市場や不動産市場は活況を呈しており、「アベノミクス」歓迎ムードも漂って
います。一方、「アベノミクス」により物価が上昇しても賃金が上がらなければ
国民の生活は良くならないどころか、ますます困難になるとの懸念も広がってい
ます。また、「成長戦略」による労働法制の規制緩和や社会保障費の削減、ＴＰ
Ｐ交渉参加による国民皆保険制度の形骸化など重大な問題が指摘されています。

講師の菊池先生は、バーナンキＦＲＢ議長など、アメリカ金融当局高官とも親交ある国際的エコノミストです。
是非ともご参加ください。

※なお、当日は神戸まつり開催のため、各所で交通規制が予定されており、会場周辺は混雑が予想されます。なるべくお
車でのご来場はお控えいただき、公共交通機関をご利用くださいますようお願いします。
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健康と医療について語り合う会

＜今後のエネルギーどうする？＞
　私たちの日常生活に安定した電気の供
給が必須であることは言うまでもない。
しかし３・11 の原発事故以降、国内の原
子力発電所は次々と停止し、わが国にお
ける電源の供給システムを根幹から見直
さなければならなくなった。
　しかし、結果的に不足する発電量は火
力発電に頼らざるを得ず、これによって
高価な化石燃料の輸入量が激増し、日本
の貿易収支を大いに悪化せしめる原因と
もなっている。しかもこれらの火力発電
所は、日々大量の地球温暖化ガスを排出
し続けているのである。またアベノミク
スにより、原発の再稼働も現実味を帯び
つつある。
　さて、震災以降、国民の間でもエネル
ギー政策に対する関心が高まり、代替エ
ネルギーとしてのクリーンな再生可能エ
ネルギーについて語られることも多く
なってきた。しかし一般によく話題にさ
れる、太陽光によるソーラー発電や風力
発電は、エネルギー密度が低く、資産投
下の割には出力が小さく、かつ不安定で
あり、そのためこれらは真夏の昼間のエ
アコン一斉使用時など、一時的な電源需
要増大量のカット、すなわちピークカッ
トにはなり得ても、ベース電源（全発電
量のうち昼夜問わず一定量の基礎となる
発電方法）である原発や火力発電等の代
替電源には現在の科学技術ではなり得な
い。また、比較的安定している水力発電は、

わが国ではダムをこれ以上増やすことは
できず、小規模水力発電を増やすしか手
がない。
　一方、昨今、技術力の進歩により採掘
可能となったシェールガスやメタンハイ
ドレードなど、比較的安価な新型の化石
燃料が取り沙汰されている。しかしこれ
らは、あくまで、資源に限りがあり、ま
た地球温暖化ガスをも排出する、枯渇性
の非クリーンエネルギーであることを忘
れてはならない。そもそも原発の燃料や
化石燃料には限りがあり、原発は放射性
廃棄物を出し、化石燃料は地球温暖化ガ
スを排出する。

＜地熱エネルギーの大きな可能性＞
　さて、地熱発電は、原子力や火力発電
等のベース電源を担うポテンシャルを
持ったクリーンかつ、持続的な再生可能
エネルギーである。しかし、日本は世界
第３位の他国がうらやむほど大量の地熱
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山中　昭文

会 員 投 稿

先生（東灘区）

６月１日「地熱エネルギー」講演会へ

ぜひご参加を

６月１日「地熱エネルギー」講演会へ

ぜひご参加を

資源量を持っているにもかかわらず、わ
が国での地熱発電を含めた地中熱エネル
ギーの利用は、遅々として進んでいない
のが実状である。
　次世代に健全な地球環境を残すために
も、われわれ一般市民が、地中熱エネル
ギー利用について、わが国最高の地熱学
者による講演会によって学習する機会を
持つことは、大変意義深いと考えられる。
このたび、地熱エネルギー研究の第一人
者である江原幸雄先生を神戸にお招きで
きることになった。一人でも多くの方々
に地熱エネルギーについて知っていただ
きたいと切に願う次第である。

　神戸支部は３月 28 日、兵庫手話通訳
問題研究会「いのちを考える会」に、「健
康と医療を考える会」として講師を派遣。
支部幹事の西松央一先生（兵庫区・西松
医院）が「認知症・ボケ・アルツハイマー
のちがい～それは私かも～」をテーマに
講演した。聴覚障害者やその家族、手話
通訳者ら 30 人が参加。
　西松先生は、「ボケ」は「はっきりせず
ぼんやりする」という意味であり、病気
の状態をさす言葉ではないとし、ボケに
は健康な老化も認知症も含まれているこ
と、アルツハイマーとは認知症の一類型
であることなどを、手話通訳者を介しな
がら、黒板で文字を示すなど分かりやす
く説明。認知症にかかりにくくなるため
の工夫として、悩み続けない・楽しみを
持つ・酒を飲み過ぎないなど 10 の対策を

示した。
　認知症への聴覚障害者の関心は高く、
但馬や丹波からの参加者もおり、「ショッ
クなことがあった後の物忘れと認知症の
関係は」「ｉＰＳ細胞の研究で、認知症は
治るのか」など、次々と質問が寄せられ、
西松先生がユーモアを交えながら回答し
た。
〈参加者からの声〉
　私も認知症の域に達しているので先生
の話が身にしみる思いで聴かせていただ
きました。普段から酒を飲んで、記憶が
途切れることが多いですが、気を付けた
いと思います。【参加者・吉倉達男】

利用の現状と今後の展開

兵庫県保険医協会　新エネルギー学習講演会

地熱エネルギー

６月１日（土）14：30 ～ 17：00日 時
会 場 保険医協会会議室

参 加 費 無料 定 員 100 人

NPO地熱情報研究所代表　講 師

( 九州大学名誉教授・前地熱学会会長 )

「地熱エネルギー利用の現状と今後の
 展開について  （冷暖房に用いる地中熱も含む）」

テ ー マ

司 会 山中　昭文 先生
（東灘区・山中眼科クリニック）

お問い合せは、　環境 ･ 公害対策部
TEL：078-393-1807　事務局・小西、有本まで

江原　幸雄  先生

支部幹事の西松先生 ( 左 ) が講演した

認知症・ボケ・アルツハイマー
のちがい～それは私かも～


